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電源回路不良、容量不足、施工不備があると
感電、火災の原因になります。

けがのおそれがあります。

取扱説明書に記載されていない方法や、指定の部品を使用しない方法で据え付けされたことにより事故や損害
が生じたときには、当社では責任を負えません。また、その据え付けが原因で故障が生じた場合は、製品保証
の対象外となります。

●

●

雨水のかかる場所でご使用されますと、漏電・感電の原因になり
ます。

●

　周囲温度 0～ 40℃、湿度 85％以下の範囲でご使用ください。

● 電波障害［ノイズ］を発生している付近で使用しないでください。
　機器の誤動作を起こす原因になります。

●

　ファンモーター速調器の周囲は、必ず 10cm以上のスキマをあけてください。
　ファンモーター速調器の発熱が機器の内部にこもり、電子部品の故障の原因になります。

■ 電気工事をされる場合は、元電源を切ってか
ら作業を行なってください。

■ 安全のためD種接地工事によるアース（接地）
を取り付けてください。電気設備技術基準に
より、アース工事をするほか、万一の感電や
火災を防止し、安全に使用して頂くため必ず
漏電遮断器を取り付けてください。

 アース工事と漏電遮断器の設置は、お買い上
げ店または電気工事店にご依頼ください。

■ 電源は、高温部（コンプレッサ、凝縮器、吐出
配管）および金属のエッジ部に接触しないよう
にしてください。

 直接接触すると配線被覆の損傷により漏電の
原因となります。

● 設置時の据付作業は専門業者に依頼してください。

■ 据え付け場所（設置場所を参照）が決まりましたら、次の手順でファンモーター速調器を取り付けてください。
● 付属のタッピンネジ（4×12）4本で固定してください。

クギ

下穴はФ3.2バーリング

下穴のあけ方165

取り付け寸法（単位mm）
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アース端子
E

全速/速調切換え入力（単相200 V）

電源（三相200 Ｖ－5 Ａ）

モーター出力（三相200 Ｖ－最大5 Ａ）

アース

端子板 １ ２ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ

● 電気配線用電源線は、600 V　2.0 ｍ㎡以上（より線）、1.6 ｍｍ（単線）のものを使用してください。
● アースは、指示ラベルの位置に行ってください。
● より線は丸型、Ｙ型端子を圧着したものを使用してください。
● 端子ねじは1.5 ～ 1.9 Ｎ・ｍ（M4）、アース端子は0.65 ～ 0.85 N・mの締付トルクで確実に
 締め付けてください。
● 端子板１端子に2本まで使用できます。
● 接続線は端子接続部に外力が加わらないように確実に固定してください。
● 全速/速調切換え入力は単相200 V印加時に全速運転に切り替わります。
● 詳細は『取扱説明書』 『施工説明書』 『電気回路図』を参照してください。

■電気配線は、端子番号をあわせて下図のように行なってください。

※V・Dシリーズのオフサイクル仕様機種に速調器CC-243Cを使用した場合、工場出荷のクーリングコイル内
 部配線のまま現地配線を行いますとボックスヒーターの容量が低下しますので、ボックスヒーターリード線
 を端子板⑤・⑥に移動し、別電源（単相200 V）を印加してください。
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ファンモーター速調器〈CC-243C〉1台で、パナソニッククーリングコイルのCC-D タイプ ､ Vタイプ ､ Aタ
イプ､Cタイプ、HAタイプのファンモーター 5個まで速調することができます。

※速調器CC-243Cを使用したとき、電流値がカタログより最大20％UPしますので、注意してファンモーター
 用過負荷リレー（51F）を選定してください。

※速調器CC-243Cを使用してパナソニッククーリングコイルのファンモーター回転数を速調する場合、冷却性
 能に注意してください。



電気回路図〔例２〕

記　号 名　　　　　　　　称 
ファンモータ用電磁接触器 52F

52H

S2
TR
RY1
RY2
RY3
RY4
RY5
1X1

ヒーター用電磁接触器 
端子板 
クーリングファンスイッチ（ポンプダウン兼用） 
コントローラー電源用変圧器 
ファンモータ用補助リレー 
霜取ヒーター（CC－1）用補助リレー 
電磁弁用補助リレー 
霜取ヒーター（CC－2）用補助リレー 
庫内温度異常警報出力用補助リレー 
補助リレー 

マイコンコントローラ 
記　号 名　　　　　　　　称 

コンプレッサー用電磁接触器 52C
51C

◎ 
63H1,63L1

S1
49C
CM
CF

F1 ～ F5
RY5
1X1,2,3
CH
RL2
RL3

コンプレッサー用サーマルリレー 
高低圧圧力スイッチ 
端子板 
運転スイッチ（冷凍機側） 
コンプレッサーモータ保護サーモ 
コンプレッサーモータ 
コンプレッサーファンモータ 
操作回路ヒューズ(250V,5A)
庫内温度異常警報出力用補助リレー 
補助リレー 
クランクケースヒーター 
過電流警報ランプ(赤色)
高圧異常警報ランプ(赤色)

コンデンシングユニット 
記　号 名　　　　　　　　称 

霜取り終了感知サーモスタット 23H
26
◎ 

H
EF

BH
DPH
F

異常過熱防止用サーモスタット 
端子板 
エバポレーター用ファンモータ 
霜取ヒーター 
ボックスヒーター 
ドレンパイプヒーター 
温度ヒューズ（96℃） 

クーリングコイル（Vタイプ） 

記　号 名　　　　　　　　称 
漏電遮断器 EB1,2

NFB1
NFB2
21C

ノーヒューズブレーカー 
ノーヒューズブレーカー（20A用） 
液管電磁弁 
現地配線 

現地手配部品 

動作説明

操作回路図

CC-243Cの全速/速調切換え用入力端子①－②間に200 V通電時ファンモーターは全速運転を行い、非通電時
ファンモーターは設定された速調運転を行います。

■ファンモーター速調器 〈CC-243C〉 を使用して、サーモサイクル運転時、コンプレッサの停止時間中ファン
 モーターを速調して省エネルギー運転する場合。

外す 

F
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11

コンデンシングユニット（半密閉アウトドアシングル冷凍機） 

EB1
（感度電流30mA）

アース端子

リ
レ
ー
基
板
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速調ダイヤル

主電源

テスター

三相200V クーリングコイル
ファンモーター端子板

〈一次側〉 〈二次側〉

（％）
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● 初め“強”の位置で回転方向確認後お好みの位置に速調ダイヤルを“強”から“弱”に
 まわしてお使いください。
●

①CC-243C本体内部の端子板の二次側端子（U,V,W）の電圧を測定してください。
②二次側端子（U,V,W）電圧の測定値と庫内温度をもとに、下図の図表から、使用ファン
 モーターのクーリングコイルの回転数を求めてご使用ください。

■ 速調によるファンモーター回転数の変化

速調器ダイヤル変化による二次側電圧（V） 速調器ダイヤル変化による二次側電圧（V）

■ 速調による冷凍能力の変化
 （設置条件や運転状況により変化は異なりますので下図は冷凍能力の目安としてください。）

（rpm）（rpm）

CC-Vタイプ
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CC-D、Aタイプ
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速調器ダイヤル変化による二次側電圧（V）
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パナソニック株式会社　コールドチェーン事業部
〒370-0596   群馬県邑楽郡大泉町坂田1丁目1番1号

◎お客様メモ
ご購入の際に記入しておいてください。修理など依頼されるとき便利です。

品　　　　番

ご購入年月日

ご 購 入 店 名

年　　　　　月　　　　　日

電話（　　　　）　　　　　－


